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１．レジュメとは

１．１　発表のときに聴衆に配る，発表内容のアウトラインが書かれた紙

１．２　発表と授業の違い　

・一方的＜授業のプリントは活動を誘発＞。

・レジュメへの書き込みは聴衆の自由。

１．３　「アウトライン」である必要。

	[講演者：考え－話すためのメモ－]（話す）－（発表）－（聴く）[－聴いたことのメモ－考え：聴衆A］

[講演者：考え－話すためのメモ－]（話す）－（発罫線└（聴く）[－聴いたことのメモ－考え：聴衆B］

[講演者：考え－話すためのメモ－]（話す）－（発表）└（聴く）[－聴いたことのメモ－考え：聴衆C］

　（メモを予め配ると効率的）↓→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・

[講演者：考え－話すためのメモ－]（話す）－（発表）└（聴く）[－聴いたことのメモ－考え：聴衆N］


　　　　講演と著述との違い。聴衆の様子を見ながら，メモを中心にベストな表現をする。
１．４　10分以上の発表に使う。　全体の構成のうちの今どこにいるか。
２．レジュメに望まれること

２．１　Ａ４・１枚にまとめる（これは２枚にしたものを縮小）。全体の見通しが得やすい。
２．２　参照するべきテキストのページを書いておく。参考文献を書いておく。

（アウトラインからの出発）

２．３　必要な表・グラフを入れる。あるいは参照指示を入れて添付する。
本文でも重要なところはそのまま引用してもよい。しかし極々限定的に。
２．４　４±１個に分けるとよい。（だらだらとした書きチラシを防げる。メモから整理する。）

３．例えば・・・

３．１　本を紹介するとき

（１）本の書名・著者・出版社などの書誌事項　／本の概要

（２）目次（とその本の構成）

（３）その本の注目するべきところの紹介

（４）その本から発表者が得たこと

３．２　３年生ゼミ始めとして＜あくまで予定ですが，入手しておきます。＞
　木下是雄（1981）『理科系の作文技術』中公新書／井上ひさし「文芸時評」『朝日新聞』（･･･
　川喜田二郎（1967）『発想法』中公新書

３．３　それぞれやってみましょう

　　・井上ひさしさんになったつもりで，レジュメを書く。（レジュメの書き方。内容）

　　・『発想法』の紹介のレジュメ。

３．４　構成のとり方は任意ですが，まずやってみようとすること

　　・掲示板に月曜正午までに載せる。　巧遅拙速にしかず（孫氏）→野口 悠紀雄
・WordのDOCファイル（95-2003形式？古いほう）にする

　　

４．レジュメからの発展

　・　パワーポイントを使ったプレゼン。（ハンドアウト）
　・　物事を表現したり，発想したりするための経験と習熟。
※他の連絡事項など（　論文化　）。
（１）４つの章にわけて，その中で，４つの節を書く。１つの節にA4・1頁（40字30行）のペースで書く。

（２）節の構成

・その節の要約を短い文章に分ける。４つの文で書けたら，その文をトピックセンテンスにした段落を書く。

・その節がもし書けたとして，それを読んだ人をテストするための記述型の試験を作る。答えやすいように配慮して小問４つを作る。

（３）もちろん，３．２で読んだ２つの本は方法論として踏襲する。

（４）研究のタイプ。過去の卒論では，原さん(2006)，橋本さん(2008)，小野さん(2011)，松田さん(2006)

（５）スケジュール管理。授業を観察することを計画に入れるなら，それは何月か？
（６）バーチャル書庫のアドレスについては，大学メアドへ送っておきます。
※他に方法論として役立ったもの

・加藤周一『読書術』岩波書店，2000。
※よく読ませているもの
・藤澤伸介『ごまかし勉強（上）』新曜社，2002。

※文献の書誌事項の書式。

　日本数学教育学会方式（cf．３．２）か，日本教育方法学会方式（cf.上の※）か迷っています。　
